
令和 5 年２月２０日 

 

令和４年度 肥料コスト低減体系緊急転換事業の実施結果等について 

 

事業主体：泉菜株式会社（新庄市泉田地区） 

事業内容：土壌診断、ドローン追肥、生育診断 

事業概要： 

① 土壌診断（２０２２年４月実施） 

土壌中の肥料成分の過不足等を把握し、施肥の適正化（施肥設計の見直し）と減肥を 

行うことで、作物の収量安定化を図る。 

【土壌診断結果（参考）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



② ドローン追肥、生育診断（２０２２年７月実施） 

ほ場の生育状況をドローン分析するとともに、生育に合わせた追肥等を行うことにより、 

施肥の適正化、減肥を図る。 

 

【ドローンによる生育診断結果】 

 

事業結果等： 

① 土壌分析の実施 

分析結果に基づき、ほ場ごとに施肥設計を実施した。 

 

② ドローン追肥、生育診断 

ドローンによる生育診断を行い、生育状況に合わせて適切な施肥を実施した。 

 

③ 側条施肥の実施 

 



品目：飼料用米  べこごのみ 

○収量の結果 

令和３年度収量（前年度）： 622kg（10a） 

令和４年度収量（本年度）： 519kg（10a） 

 

○具体的に低減した肥料成分、量等について 

Ｎ3kg＝20㎏ 30％低減 

 

○本事業によって低減できた内容 

追肥の散布むらの解消、適期の追肥作業、人件費コスト低減 

 

○所感 

肥料低減の結果として減収となったが、原因は肥料低減によるものでなく、天候の影響が

大きいと考える。 

また、緑肥による肥料低減結果については、令和５年度に検討とする。 

生育診断においては、小面積はコスト高になり、大面積だとコスト低減になる。 

但し生育むらの診断には良好である。 

 

 

作業の様子 

 

ドローンによる生育診断 

 



ドローン追肥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側条施肥 


